
監査委員公表第９号 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により，令和４年度定期監査

を執行したので，同条第９項の規定により，その結果を，次のとお

り公表する。 

   令和５年２月６日 

         海田町監査委員     永 海 房 雄 

         海田町監査委員     大髙下 光 信 

 

  



第１ 監査の対象 

対象部局 対象期間 

企画部 企画課 

新庁舎整備室 

令和４年８月末 

魅力づくり推進課 

財政課 

総務部 総務課 令和４年８月末 

税務課 

収税対策室 

防災課 

デジタル推進課 

町民生活課 

環境センター 

福祉保健部 

 

住民課 令和４年８月末 

社会福祉課 

福祉事務所 

こども課 

つくも保育所，ひまわり

プラザ，町民センター，海

田児童館，海田東児童館 

長寿保険課 

保健センター 

建設部 都市整備課 令和４年９月末 

建設課 

上下水道課 

教育委員会 学校教育課 

海田小学校，海田東小学

校，海田南小学校，海田西

小学校，海田中学校，海田

西中学校 

令和４年１１月末 

生涯学習課 

海田公民館，織田幹雄記

念館，海田東公民館，図書

館，ふるさと館 

 

 

定期監査報告書 



第２ 監査の実施期間 

  令和４年１０月１２日から令和５年１月１７日まで 

 

第３ 監査の着眼点 

  財務及び事務事業の執行等が法令に適合し正確であるか，また効率的・効果的に行

われているか。 

 

第４ 監査の実施内容 

  監査に当たっては，あらかじめ資料の提出を求め，関係資料の検査及び照合により 

 審査するとともに，関係職員から説明を聴取して実施した。 

  監査は海田町監査委員監査基準に準拠して実施した。 

 

第５ 監査の結果 

事務の一部に改善・検討を要する事項が認められたため，必要な措置を講じ，適正

な事務の執行に努められたい。なお，その他の事務については，おおむね適正に執行

されており，軽易な事務処理の誤り等については，監査時において口頭で指摘した。 

 

【総務部】（防災課） 

【福祉保健部】（こども課つくも保育所） 

【建設部】（建設課） 

  ⑴ 徴収事務について 

   防災ラジオ負担金並びに保育士給食代及び延長保育臨時利用保護者負担金につ

いて，納入期限が明記されていない納入通知書が散見された。 

   行政財産使用料について，納入期限の３か月後に納入されていた事案が見受けら

れた。 

   財務規則に基づいて，適正な事務処理に改められたい。 

  

【福祉保健部】 

⑴ 随意契約について 

   随意契約における見積書の徴収について，なるべく２者以上のものから徴さなけれ 

ばならないにもかかわらず，１者の見積書によって契約している事案が散見された。 

いずれも１者見積りによって契約しなければならない逼迫した事由には当たらないこ

とから，適正な事務処理に改められたい。 

 

【教育委員会】 

学校教育課 



  ⑴ 重要物品の保守管理料について 

   リサイクル意識の高揚を図るため，平成１５年度に各小学校に設置した「生ごみ処

理機」（海田東小学校及び海田南小学校は老朽化により廃棄）について，時代の推移と

共に今日では３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）が推進されていることから，

所期の目的は達成されたものと思料する。 

   このため，海田小学校及び海田西小学校の生ごみ処理機について，多額の保守点検

料（令和４年度 各小学校２７２，８００円）を要してまで稼働させる必要性がある

のか検討されたい。 

 ⑵ 就学援助費について 

   小・中学校の就学援助費について，毎年度減額補正を行い，なお多額の不用額を生 

じている。実績を踏まえた適正な予算見積りに改められたい。 

 

 生涯学習課 

⑴ 海田町文化スポーツ協会への電気使用料の請求について 

  織田幹雄スクエアの一部を海田町文化スポーツ協会の事務室として貸し付けている

ことから，毎月の電気使用料を協会に対し請求しているところであるが，海田町長名

で請求を行っていた。織田幹雄スクエアの管理運営は教育委員会に委任されているこ

とから，請求者は教育委員会から委任を受けた教育長名で行うよう適正な事務処理に

改められたい。 

    

第６ 監査意見 

  海田町ふるさと館は「町民の文化に関する知識及び教養の向上を図るとともに，町民    

 に学習及び集会の場を提供すること」を目的として設置され，歴史，考古，民族，美術，

工芸等の資料の収集，保管及び展示などの事業を展開してきたところである。しかし，

平成２３年の県及び町の文化財である旧千葉家住宅の寄贈及び令和２年の織田幹雄記念

館の開館に伴い，織田幹雄氏ゆかりの展示物がふるさと館から織田幹雄記念館に移転し

たこと及びふるさと館で実施していた「昔の暮らし展」等の事業が旧千葉家住宅で実施

されていること等により，ふるさと館の設置目的に沿った事業展開が困難になってきて

いる。 

  このことから，織田幹雄記念館開館後のふるさと館の有効活用について検討課題とな

っているにもかかわらず，未だにその方向性が示されていないことから，町民への貸館

や集会の場としての活用にとどまっているのが現状であり，人件費等多額のランニング

コストも要しているところである。 

  ふるさと館の設置目的を踏まえた有効活用について，早い時期に検討を行うとともに，

具体の方策を示していただきたい。 


